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遠島日食槻測の印象（1）

　　鄭日食観測除高城武夫

L閣　的　地　へ

　去る5月28日，天文豪で山本博士よりH章旗を授けられ，第3観測隊の印綬

を帯びて，この日午後，愴慎として京都を嚢つた，この時同行は大阪より馳

せ滲じてくれた大口括1作氏1人．日的地は北見國遠輕，行程約2000粁の鐵路

を急行する．

　途申，東京を経由し，仙憂にて山本進氏と騨頭にて打合せをなし，愈々北

海道へ渡る．

　函館を出てより騨頭に求める道内各種の新聞紙上の日食記事などを見て我

々も，いよいよL日食地nへ來たと云ふ感じで相當緊張を癒える・札幌までの

車中，ふと傍らに同乗した白髪の異老人と談合することになった．この方は

紳學博士ジョン・バチェラ1翁であった。（アイヌを世界に紹介せし恩人），

翁は恰も40年前柑晃で日食を本望され，當時アイヌ人達が，實に奇妙なる身

振りで，病める太陽に向って息を吹きかけるやら，水を撒き揚げるなどの珍

景を眺めた＿＿と云ふ想出話で呵々大笑，車中の一隅を賑はせらる，又車窓

外の風景を説明されるなど，忙中何よりも無聯を慰められたが，札幌騨で名

残りのお別れをした．

　我々もこの地で下車し，僅かの時闇を利用し直ちに札幌帥祠ニへ滲詣，所願

を込める，かくて漸く旭川へ，此虞は9分8厘食と云ふキワドィ分食が見られ

る虞だが騨前に大きな日食地行の勧誘看板が立てられて居るなど，さすが日

食への相當關心が深められて居る事を知る．此虞より愈々最後の線路へ乗込

んだ．速度の邊い，停車時闇の長いまだ敷時聞だ．白樺の林，蝦夷松の森，

峡谷，トンネル，遠山の雪，珍しき景色の中に，憧れの遠輕は何方にと相當

乗り飽きた31日の夕，漸くLゑんがる「の一名を聞くことが出來た．我々は出

稜時刻の都合で，そして約束の到着日時に合はしたため，族中の時間が少し

長くかかった事だつた・
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　騨ホ1ムにて白髪白髭の嚴然たる数迎委員長宮城町長，副委員長須子助役，

同鈴木家庭學校長代理を始め，その他の委員の方々，外，官民多激の方々の

出迎へを受ける．邸ち遠輕町の人々のこの日食に封ずる熱心と，その鰍迎の

熱誠を見，こ」に初て喜悦と感激の第一歩を遠輕の地に降ろした事だつた．

騨頭にて記念撮影をなし，直ちに車を走せてこの町を30町余離れた下サナプ

チの里，我々の観測揚家庭三校へ入る．校内深くにて車を捨て，早速嘗て山

本博士の検分撰定されし観測毫を観る．打見た庭，實に掌大な校内地所で，

ゆるやかなス・1プを持つた丘の上の200坪程の下地である．食太陽を臨む

西方の見晴し叉絶好，この壷地の南方に績v・て我々の宿舎に提供されたL樹

下庵「が在る．申分がない．實に好V・嘘へ來たものだと思った．此虞で，學

校職員生徒の出迎を受けた．氣温は思った程の寒さもない．關西地方の春の

候である．氣持よい夕暮を眺めつ曳族装を解く．樹下庵はこの學校の客用の

宿舎である．飲料水は豊富，浴室もある．立派な洋風の慮接室が西北に旧い

てるる．我々は早速この室を槻測事務所に干てた．此度この宿舎の主婦とし

て同校教員泉秀子女史が，特に我ft・一切の面倒を見て下さる事になって居る．

槻測荷物，望遠鏡其の他の全ては整った．幸ひな事にこの學校に噌室まであ

ると云ふので，二丁二つた墨校事務所内の暗室を見に行く，二重扉でこれも

申分ない．北海道へ來た他の隊とは盤程後れて到着した：事であり，日食まで

2週間蝕の時日なればとて，早々實地布陣の計書を建て，店開きをすること

になった・この時，京都山本特長宛，無事着の打電をなしたに樹し，その翌

朝，Lシユツパツニサイシセイコウヲィノル「の返電を受け，愈々山本博士．一A

行のシベリア遠征を知り，コロナ攣思為翼のシベリア，満洲，遠輕の3地黙

に於ける協同観測としての，自隊の重要性を思ひ，且つ他の2隊の無事成功

を所念した．

塒に離へる烏の聲，林巾に鳴く郭公の一等山彦の如く融え，瀧見測地での第1

夜を迎へた．（つt’く）


